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Ⅴ．特記事項 

 

1. 産業界や地域連携による実践的学修の場の設定 

カリキュラム・ポリシーに基づいた教育課程は「実務 IQ教育」の名のもとに体系的な編

成がなされ、進路を意識した 8つの履修モデルの提示、現役の社会人・実務経験者等を講

師とした少人数講義の展開、専門演習の成果発表会、地域の企業や中小企業家同友会連携

による実践的な講義が展開されている。アイスクリーム販売及び製造施設を学内に設置し、

事業創造から営業企画に至るまでの業務に参加しながら学べる講義(新事業創造論・ベン

チャービジネス論)なども、その一環で導入された。 

また、イベントプロデュース学科においては、文化・スポーツ・販促・展示会・コンベ

ンションといった多様なジャンルのイベント現場実習の機会が提供されている。イベント

社会工学研究所による特徴的な研究・教育の知見を生かした情報発信や、オリンピック・

博覧会といったタイムリーな話題に即した公開講座の開講などが、地域や企業、主催団体

との人脈形成を生み出しており、連携学修推進へのひとつのバックボーンとなっている。 

 

2. 授業科目とキャリア支援施策との効果的連携 

キャリア支援については伝統的に力を入れてきており、「プロフェッショナル・セミナー

Ⅶ(就職)」「就職特講」など授業科目内でのキャリア支援科目が充実しているほか、インタ

ーンシップの単位認定、進路選択時の個人面談や PROG テストの導入など、少人数大学なら

ではの顔の見える個別指導が行われている。 

進路指導に対してはキャリア支援部門に一任するのではなく、初年次の基礎演習の一環

で「キャリア・デザイン」を導入したり、専門演習の担当教員が進路面談を行ったりする

など、大学全体で組織的・継続的して取り組んでいる点、そして単なる内定取得の技術を

提供するのではなく、中長期的に社会で活躍できる知性を磨く多様な機会を提供している

点が、本学の特長といえる。 


